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人口減少問題に関する基本認識を市民等と共有し、同じ方向を目指すため、市
の人口の現状と将来展望を提示するものです。総合戦略の基礎資料となります。 

「日野市人口ビジョン」とは 

・出生率は近年回復しているものの、出生数 
 が緩やかに減少しています。 
・その一方、死亡数が急増しており、 
 今後数年で自然減に転じる見込みです。 

・大学入学時や就職時の転入が多い一方、 
 20歳代後半での転出が多くなっています。 

－16,012人 
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164,963人 
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日野市の産業別就労者推移 

 工場の縮小や移転が相次いでおり、
日野市の大きな特徴であった、第2
次産業の就業者が減少傾向にありま
す。 
 一方で周辺自治体も含め、研究開
発に関する投資は活発になっていま
す。 

 人口減少により、地域社
会に様々な影響が生じるも
のと予測されています。 
 
・交通・商業等の生活イン   
 フラ維持困難 
・地域経済の縮小 
・空き家や空き店舗の増加 
・地域コミュニティの衰退 
                            
          など 

何が起こるの？ 

自然増減の推移 年齢階級別の転出入の状況 

生産年齢人口の減少により、
税収も大きく減る見込みです 

人口バランス
も変化 

昭和60年 平成2年 平成22年 平成17年 平成12年 平成7年 



人口・産業の変化 

人口構造や産業構造の転換期を迎えています。 

社会環境の変化 

ライフスタイルに応じた働き方や、生活の質の向上を求

める傾向が高まっています。 

「職」と「住」の 

関係のあり方の見直し 

生活の質（クオリティ・オブ・ライフ）を自律的

に高め、様々な主体とともに地域の価値を向上さ

せることができるまち「生活価値共創都市」を目

指します。 
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国の総合戦略や人口ビジョンをもとに、日野市の目指す姿と今後５か年（平成
２７～３１年度）の戦略や事業をまとめたものです。 

「日野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは 

「生活価値共創都市」 
 
 日野市にはまちづくりや福祉など様々な分野で活動する団体、大学・学生、グローバル
企業から、技術力のある中小企業、農業者など様々な主体が存在しています。                
 この多様性を持った主体が共通の社会課題・生活課題を共有し、それぞれの活動を通じ
て結びつき、共に地域・社会課題の解決に取り組むことで新たな価値を創造する事が可能
になります。 
 その関係性は近年、ソーシャルキャピタル（社会関係資本）という概念で注目されてい
ますが、この、地域の力を新たな資源・資本として最大限に活用することにより、地域価
値の向上や産業の活性化、そして生活の質の向上を実現するまちを「生活価値共創都市」
とし、本戦略の目指すべき将来イメージとして位置付けております。   
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①経済的基盤の充実 

②暮らしの基盤の充実 

③生活の質の向上 

地域の多様な主体との共創による新たな産業の成長・創造・活性化 

働く機会と働き方の多様性、働きやすさを実感できる地域環境の実現 

多様な世代が社会とつながり、持続できる地域の価値を共創する 

誰もが安心し、健康で充実した暮らし方、生活の質を高める地域をつくる 
４ 

１ 

３ 

２ 

共創による地域産業の新たな展開 

多様な就業環境の創造による生活価値の向上 

人と人とがつながる生活基盤の整備 

健康に住み続けられる潤いのある地域づくり 

基 本 目 標 

基本目標１ 
共創による地域産業の新たな展開 

産学官金と地域のネットワーク化を促進
します 

●諸力融合による価値共創の枠組みを整備 
 します 
●行政が持つデータを公開し、活用を推進 
 します 

基本目標２ 
多様な就業環境の創造による 
生活価値の向上 

地域での多様な働き方をつくります 

●起業する人材の育成と創業を支援します 
 
●多様な就業機会や就業環境を創出します 

基本目標３ 
人と人とがつながる生活基盤の整備 

基本目標４ 
健康に住み続けられる潤いのある 
地域づくり 

地域の連携により価値を創出します 

●様々な主体の参画と連携により、 
 地域の活力を創造します 
●地域の資源を踏まえた地域の価値 
 を創出します 

取り組み例 取り組み例 

取り組み例 

健康で充実した生活を実感できるまちを
つくります 

●データヘルスを推進します 
●産官学金連携による社会課題への 
 取り組みを促進します 
●健康になる都市環境をつくります 

取り組み例 
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